
独立行政法人国立公文書館中期目標

独立行政法人国立公文書館（以下「館」という。）は、これまで、国の施設

等機関として、約３０年にわたり、歴史資料として重要な公文書その他の記録

（現用のものを除く。以下「歴史公文書等」という。）を保存し、及び一般の

利用に供する機関として機能してきた。

また、平成１２年１０月に施行された国立公文書館法（平成１１年法律第７

９号）により、それまでの国の行政に関する歴史公文書等に加え、新たに立法

府及び司法府の保管に係るものを保存し、及び一般の利用に供することとされ

るとともに、これらの歴史公文書等の保存及び利用に関する情報の収集、整理

及び提供等の業務が付加された。

したがって、館が、本中期目標期間中、これまでの業務について、その質の

向上を図りつつ継続的・安定的に実施するとともに、新たな業務を着実に実施

していくため、この目標を設定する。

１ 中期目標の期間

館の中期目標の期間は、平成１３年４月１日から平成１７年３月３１日ま

での４年間とする。

２ 業務運営の効率化に関する事項

館が移管を受ける歴史公文書等の増加が見込まれる中にあって、民間委託

の促進、業務執行体制の見直しを行い、歴史公文書等の受入れから一般の利

用に供するまでの期間について、現行のおおむね１年２か月を１年以内に短

縮するとともに、これにより、当該作業に係る歴史公文書等１冊当たりの経

費を１０パーセント削減するものとする。

３ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

館が行う業務の質の向上について、本中期目標の期間においては、館が保

管する歴史公文書等について、その記録されている内容を将来にわたって一

般の利用に供し得る状態に保つために適切な措置を講ずることに重点を置き

つつ、国立公文書館法（平成１１年法律第７９号）の趣旨を踏まえ、以下に

掲げる課題に取り組むものとする。

(1) 歴史公文書等の受入れ、保存、利用その他の措置

① 受入れのための適切な措置

平成１２年に施行された国立公文書館法により、国の行政に関する歴

史公文書等とともに、立法府及び司法府が保管する歴史公文書等を館に

移管することが可能となったこと等を踏まえ、これら歴史公文書等の円

滑な受入れのため、業務執行体制の見直し等適切な措置を講ずること。

② 保存のための適切な措置

ⅰ）既に館が保存している歴史公文書等について、その内容を将来にわ



たって一般の利用に供し得る状態に保つために劣化状況の調査を行い

、これにより把握した劣化要因に応じた保存対策方針を平成１４年度

に確定するとともに、その方針に従って媒体の変換等保存のための措

置を講ずること。

ⅱ）劣化が進行している歴史公文書等で、緊急に媒体の変換等を行う必

要のあるものについて措置を講ずること。

③ 一般の利用に供するための適切な措置

i) 既に館が保存している歴史公文書等のうち一般の利用に供されてい

ないものについて、原則として本中期目標の期間内に、公開の可否を

判断し、順次一般の利用に供すること。

ii) 歴史公文書等をより幅広く一般の利用に供するため、利用者の動向等

を把握し、これらに応じた広報の充実等の措置を講ずること。

④ 国の保存利用機関と連携した利用者の利便性向上のための措置

新たな業務として付加された館及び国の保存利用機関が保存する歴史

公文書等の情報の一体的な提供を行うため、当該機関との間で歴史公文

書等の情報についてのネットワークの確立を進め、そのための調査研究

を行うこと。

⑤ 保存及び利用に関する研修の実施その他の措置

国の保存利用機関に対し、当該職員を対象として歴史公文書等の保存

及び利用に関する専門的知識の習得等を目的とした研修を体系的に実施

するとともに、歴史公文書等の保存及び利用に関する専門的技術的な助

言を行うこと。また、国立公文書館法第１１条第２項の規定に基づき、

地方公共団体に対し、公文書館の運営に関する技術上の指導又は助言を

行うこと。

(2) アジア歴史資料のデータベースの構築及び情報提供

「アジア歴史資料整備事業の推進について」（平成１１年１１月３０日

閣議決定）に基づき、平成１３年度にアジア歴史資料センターを開設し、

同センターにおいて、アジア歴史資料のデータベースの構築及び情報提供

のための事業を着実に実施すること。

４ 財務内容の改善に関する事項

運営費交付金の交付額の取扱いにおいては、２による業務運営の効率化に

よる効果等の勘案により、各事業年度における新規・拡充部分を除いた経費

について、対前年度比平均１パーセントの減少を見込んだ中期計画の予算を

作成し、当該予算による運営を行うこと。


